






































































第 3節小括 以上、本稿 (2)


















































































（月額） 標準的な年金額 報酬比例部分 定額部分 加給年金額
（夫名義） （夫名義） （夫名義）
改正前 (32年加入） 173,100円 81,300円 76,800円 15,000円
標準的な年金額 老齢厚生年金 老齢基礎年金 老齢基礎年金
（夫名義） （夫名義） （妻名義）













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































年度 第三号被保険者数 20-59歳日本女子 第三号被保険者の
（万人） 人口数（万人） 割合（％）
1986 1093 3383 32.3 
1990 1179 3423 34.4 
1995 1220 3497 34.9 
2000 1153 3481 33.1 
2005 1092 3376 32.4 







































































































































































































































































































































































































































































































































(13) 永瀬•前掲注 (8) 論文85頁。
(14) 永瀬・前掲注 (8)論文85頁。
(15) この点については、第3章第4節でまた詳しく検討する。
(16) 石崎浩『公的年金制度の再構築』（信山社、 2012年） 151頁。
(17) 従前の国民年金の任意加入制度を利用していない限り。
(18) 岩村正彦「社会保障における世帯と個人」岩村正彦・大村敦志編『融ける境超え
る法1 個を支えるもの』（東京大学出版会、 2005年） 282頁。




(21) 横山文野『戦後日本の女性政策』（勁草書房、 2002年） 166頁。
(22) この検討会の詳細の状況は、第4章第1節でまた詳しく検討する。
(23) 女性の年金のあり方に関する検討会（第4回）議事録 (http://www.jca.apc.org;~
ym-jauw /No4.htm, last visited 4 Jan.2017)。
(24) 女性の年金のあり方に関する検討会（第4回）議事録 (http://www.jca.apc.orgF 












ym-jauw/No4.htm, last visited 4 Jan.2017)。
(30) 吉中季子「公的年金制度と女性ー「世帯単位」の形成と「個人単位化」一」社会
問題研究（大阪府立大） 55巻2号 (2006年） 159頁。
(31) 女性の年金のあり方に関する検討会（第4回）議事録 (http://www.jca.apc.orgF
ym-jauw/No4.htm, last visited 4 Jan.2017)。
(32) 小山路男・高梨昌・高原須美子・山口剛彦「年金改革と今後の年金制度（座談会）」
ジュリスト810号 (1984年） 18頁。
(33) 大沢真理『男女共同参画社会をつくる』（日本放送協会、 2002年） 85-89頁。
(34) 新川敏光『日本型福祉レジームの発展と変容』（ミネルヴァ書房、 2007年） 283頁。
(35) 新川・前掲注 (34)書283頁。
(36) 小山・高梨・高原・山ロ・前掲注 (32)論文18頁。
(37) 家族賃金については、第5章第2節の 3の (3)でまた詳しく論じる。
(38) 内閣府税制調査会『わが国税制の現状と課題ー21世紀に向けた国民の参加と選択ー』







(40) 竹中恵美子『社会政策とジェンダー』（明石書店、 2011年） 217頁。
(41) 堀勝洋「日本型福祉社会論」季刊社会保障研究17巻 1号 (1981年） 45頁。
(42) 浅倉むつ子「社会保障とジェンダー」日本社会保障法学会編『講座 社会保障法
第 1巻 21世紀の社会保障法』（法律文化社、 2001年） 226頁。
(43) 浅倉・前掲注 (42)論文227頁。


























(50) 小山・高梨・高原・山口• 前掲注 (32)論文13頁。
(51) 竹中康之「公的年金と女性」日本社会保障法学会編『講座社会保障法第 2巻
所得保障法』（法律出版社、 2001年） 138頁。









(57) 江口•前掲注 (56) 書26頁。
日本における女性の所得保障に対する再検討
62 -「貢献に基づく権利」論から見る年金の個人単位化の諸相ー (2)(哀）





















ym-jauw/No2.htm, last visited 4 Jan.2017)。
(72) 竹中・前掲注 (51)論文158頁。
(73) 女性の年金のあり方に関する検討会（第2回）議事録 (http://www.jca.apc.orgF
ym-jauw/No2.htm, last visited 4 Jan.2017)。
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(83) 厚生労働省 社会保険審議会年金部会第 3回 (2011年9月29日）資料 1「第 3号
被保険者制度の見直しについて」 3頁 (http://www.mhlw.go.jp/stf / shingi/ 

















(95) 衣笠•前掲注 (87) 論文56頁。
(96) 厚生労働省「女性のライフスタイルの変化等に対応した年金のあり方に関する検
討会報告書～女性自身の貢献がみのる年金制度～」 48-50頁 (http://www.mhlw. 
go.jp/shingi/0112/dl/sl214-3a.pdf, last visited 4 Jan.2017)。
(97) 厚生労働省「女性のライフスタイルの変化等に対応した年金のあり方に関する検
討会報告書～女性自身の貢献がみのる年金制度～」 48-50頁 (http://www.mhlw.






go.jp/shingi/2003/05/s0513-4a.html#6,last visited 4 Jan.2017)。
(101) 厚生労働省「年金改革の骨格に関する方向性と論点」 (http://www.mhlw.go.jp/
houdou/2002/12/dl/hl205-2c2.pdf,last visited 4 Jan.2017)。
(102) 厚生労働省「年金改革に関する有識者調査（結果の概要）」 (http://www.mhlw.
go.jp/shingi/2003/05/dl/s0530-10gl.pdf, last visited 4 Jan.2017)。
(103) 厚生労働省「年金制度改正に関する意見」 (http://www.mhlw.go.jp/houdou/

























(123) 袖井孝子「ライフスタイルの多様化と年金制度」年金と経済23巻 3号 (2004年）
33頁。
(124) 石崎・前掲注 (16)書170頁。
(125) 堀•前掲注 (64) 論文52頁。
(126) 堀・前掲注 (64)論文52頁。
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